
         

多気町議会主催 

町民と議会との意見交換会 

 
 5月 20日・27日の 2日間において開催しました「町民と議会との意見交換会」にご参加いただき、 

ありがとうございました。 

 開催にあたり、「一般の町民が議員と話す場がなかなかないため、今後も続けてもらいたい。また、 

このような場で、議会等で決まったことを伝えてもらうのもいいのではないか。」、「町へ意見を伝えて 

もらえる場があるというのは町民にとっても心強いので、ぜひ続けてほしい。」というお声を聞かせてい 

ただきました。 

町長がめざす「ええまちづくり」に向け、また、これからの多気町の未来について、町民のみなさまか 

らのご意見をお聞かせいただく機会となりました。開催当日は、町行政に関するご質問等が多く、 

議会としてお答えさせていただくには限界がありましたので、みなさまからのご意見をとりまとめ、 

執行部へ伝えさせていただきました。その結果を取りまとめましたので、ご報告させていただきます。 

 

5月 20日（日）【多気地域】 

町民の方からのご意見 執行部からの返答 

でん多について 

合併後からかなりの年数がたつが、今もなお多

気地域と勢和地域に分けて料金が異なる。な

ぜ、地域に分ける必要があるのか。距離によって

は、不公平さを感じる。 

企画調整課 

でん多は乗合型のため最短距離で運行せずに各予

約者を乗車させながらの運行のため、距離制をとらずエ

リア制をとっている。金額も乗合時の下車時の精算を考

えエリア単位の設定としています。 

 

燃えないごみの回収について 

なぜ従来どおり、燃えないごみを回収してもら

えないのか。 

 

 

町民環境課 

回収をしないで残しているごみについては、分別の誤

りや袋の使用誤り等の理由を記したシール貼付しており

ますので、確認をお願いします。 

 

ごみの分別問題について 

ごみの分別がかなり難しくなったが、周知の仕

方が悪い。若い自分たちでも分からないため、町

民環境課の職員に各字を回ってきちんと説明し

てほしい。ごみについてはもっと丁寧に説明する

べきではないか。例えば、空き缶は回収できる

が、ふたは回収できないとか、細かいことを紙だ

町民環境 

基本的な分別方法は大きく変更していません。広報

誌や行政チャンネル等で周知をさせていただいておりま

す。 

職員による説明を希望される場合は、区長さんを通

じて連絡をいただければ、説明をさせていただいておりま

す。 



けで周知するのでは不親切だと思う。できれば、

実物を用いて説明してほしい。 

 

保険が１割から２割になったのはいつからか 

 

町民環境課 

後期高齢者医療保険では、令和４年１０月１日から、

１割負担の方の内一定以上の所得ある方は、自己負

担割合が２割になりました。 

 

保育園と小学校の統合について 

①保育園統合に向かって動いているが、予算等

把握し、保育園統合について賛成した経緯を

伺いたい。 

 

こども課 

子どもの数の減少が年々深刻化しており、地域によっ

ては子どもの健やかな育ちに必要な集団規模を確保す

ることが難しい状況になっています。 

また、町が運営する施設も築３０年以上経過し、老朽

化が懸念されるなどの理由から、これまでも施設の在り

方について検討を行なってきており、遊休地と財源の有

効利用をできることから保育園統合を進めました。 

 

② 保育園統合は、財政上の問題であると理解

しているが、子どものことを考えた話が出てこな

いのはなぜか。 

子ども園とは一体どんなものなのか。結局、

現在の保育園もしくは幼稚園に近いこども園に

しかならないのではないか。 

 保育園の中身について不透明である。まず、保

育園の内容や保育士の配置、どのような保育

園にしていくのかについて、まず最初に考える

べきではないか。 

 

こども課 

子どもたちの協調性や向上心を培うためにも、多くの

友達と交わり切磋琢磨しながら育つ環境整備が必要で

す。子どもの健やかな成長を第一に考え、施設と運営

体制の整備をすすめます。 

こども園は教育・保育の機能を持った施設であるた

め、現行の津田認定こども園の運営体制を踏襲し、保

育指針、保育・教育要領や保育施設基準、保育士配

置基準等を順守し、現場保育園職員の意見を聞きなが

ら諸課題の整理に努めます。 

 

③保育園の統合の話の前に、小学校の統合の

話はあったが、いきなり保育園の統合になっ

た。なぜ小学校の統合は先送りになったのか。 

 

 

副町長 

統合保育園の規模や統合後の現相可保育園の利

用計画等、総合的に判断し、財政的に合併特例債に

乗れる保育園建設を先行しました。 

 

④もともと天啓に小学校を作る話があり、その時

の説明会にも参加したのに、なぜ、天啓にでき

るのは保育園になったのか。 

副町長 

小学校統合検討段階で計画人数から天啓では狭い

ことが判明したことが一つの要因です。 

それに加えて議会側答弁のとおり、相可小学校区内

が適地としたため、天啓には保育園を計画することにし

ました。 



 

⑤アンケートをとるなら、どういうアンケート内容で

どんな意見が出たのか、出た意見に対してどこ

まで実現できるのか、アンケート結果の公表を

願いたい。 

 

こども課 

保育園統合において、気になることや期待することと

して、「教育・保育」について、「通園について」、「担当保

育士について」、「負担額について」などの質問項目に

対して、自由記載を中心にアンケートを実施しました。結

果についてはＨＰ等で公開し、統合保育園基本構想に

反映させていただきます。 

 

⑥病児保育もどうなるか分からず、時間外の保

育を徹底するとあるが、今も時間外保育は充

実しているが更にもっとしてもらえるのか。 

 

 

こども課 

基本構想においては平日の保育時間は現行を継続

しますが、土曜日の保育時間については平日と同じ内

容に見直す予定です。 

なお、病児保育については、保育中の体調不良児を

対象としているため、夜間や休日は行いません。 

 

⑦少子化であるから保育園を統合すると言われ

るが、何人まで子どもが減れば保育園統合の

必要性がでてくるのか。 

 

 

こども課 

明確な基準はありませんが、子どもの人数が少ないと

集団活動の多様性を活かした保育が困難になるなどの

課題が生じます。子どもたちの発達段階に合わせた集

団遊び等が経験できる環境が必要になります。 

 

⑧今後、きちんと保育園統合に向けた説明会な

どを行い、意見交換の場を作ってほしい。 

 

こども課 

基本方針、計画等は意見公募をＨＰ、町公式ＬＩＮＥ

等で開示いたします。整備の進捗状況についても適時

ＨＰ等でお知らせし、具体的な整備方針が決まりしだい、

保護者説明会も実施する予定です。 

 

⑨保育園統合に関して、現場の保育士も知らな

かった者もいた。保育士からのでてきた意見

は、新しい園に反映されるのか。 

 

こども課 

休園、統廃合については保育士と情報共有を行って

おります。保育園職員にはアンケートを実施し、基本構

想や整備計画に反映させるとともに、今後の研究会や

作業部会に参画することで施設整備や運用、労働条件

等の諸課題の整理に取組みます。 

 

合併浄化槽の管理について 

役場管理の浄化槽において、虫除去用のシー

トをつけているが、効果がないため不要であると

上下水道課 

点検業者等には、必要な費用（保守点検・清掃・法定

検査・防虫剤など）以外は支払っておりません。 



思われるが、業者は役場からお金をもらっている

からと処理をしていく。不必要なお金の使い方を

していいのか。 

 

5月 2７日（日）【勢和地域】 

町民からの意見 今後の対応 

少子化について 

少子化に対する色んな提案や政府に対しての

少子化の提案、また少子化対策施策後の進捗

状況のチェックというものを地方ではできないの

か。 

借金してでも少子化に力を入れるべきだと考

えるが、町民としてできることは何か。 

 

こども課 

こども課が中心となり、国や県の補助金等の制度を

活用し少子化対策に取組みます。 

多気町でできることは、国・県に頼らず率先して地域

の課題解消に取組み、事業内容を検証するとともに改

善を図っていきます。 

これからの少子化対策には、地域、民間の協力が必

要不可欠であり、町民一体となって機運の醸成に努め

る必要があると考えています。 

 

勢和大橋の拡幅工事について 

事業要請は区長からということであるが、子ど

もたちにとって大変危険であるため、勢和大橋の

拡幅工事を強く町へ伝えていただきたい。 

建設課 

毎年、県へ歩道の要望を行っている。今後も県へ強

く要望していきます。 

動物園について 

動物園において、子どものためにも動物とふれ

あう場は残してほしい。 

動物園に、お金を使わなければならないような

遊具の設置はできるだけ避けてほしいと伝えてほ

しい。 

 

企画調整課 

動物とのふれあいについては感染症対策を考慮して

対応できる動物については活用していく。遊具は町が設

置する木製遊具など無料で利用できる遊具も設置を検

討しています。 

VISONについて 

ＶＩＳＯＮに子どもが遊べる遊具がなく、若い子

育て世帯には行きにくい場となっている。 

子育て世帯の集客も取り入れるために、VISON

にも遊具を設置してほしい。多気町の子育て世

帯も気軽に足を運べる施設となるのではないか。 

 

企画調整課 

民間企業のため要請はできないが、木育エリアの活用

や五桂池ふるさと村との連携など町全体で楽しめる環

境を提案していきます。 



ゆとりの丘の遊具について 

ゆとりの丘の遊具について、アリジゴクは壊すと

聞いているが、残す方向で検討してほしい。ま

た、アリジゴクを壊した方がいいという理由は何

か。 

 

勢和振興事務所 

アリジゴクについても、他の遊具と同じで 26 年が経過

し、亀裂が入るなど傷みが激しくなってきています。 

また、金づちで叩くと空洞の部分も多数あり、今後モ

ルタルが崩れ落ちて事故が起きる可能性も否定できな

いため、解体撤去させていただきます。 

 

笹山城址の整備について 

笹山城址に登れる階段がある。子どもたちにと

って危なくないように草刈り等の整備を頻繁に行

っていただきたいと、町へ伝えてほしい。 

 

勢和振興事務所 

篠山城址の階段の草刈りについてはシルバー人材セ

ンターに委託しています。現場の状況を見ながら適宜

草刈り作業をしていただいていますが、再度こういう声が

あったことを伝えます。 

 

移住政策について 

動物園も含め、子どもに優しい環境が整ってい

ることを前面に出して、移住の方を増やしていくべ

きだと考えるがどうか。 

子どもたちのことを第一に考えた町であるべき

ではないか。 

 

企画調整課 

のびのびパーク天啓やゆとりの丘、ふるさと村などここ

数年で子どもたちが楽しめる環境が充実していくので、Ｐ

Ｒ材料として活用していきます。 

 

地区のコミュニティについて 

①コロナの影響で、地区のコミュニティが減少し

た。区やまちが元気になるよう、まつりなどコミ

ュニティを盛り上げていくような取り組みに対し

て、町からの補助があると、更に町が活性化す

るのではないか。地区へ、どんなコミュニティ助

成があるのか案内してほしい。 

 

企画調整課 

（コミュニティ助成） 

区長さんへ案内を送付する際、近年の採択を受けた

活用事例の照会など、自治会が検討しやすい案内を行

っていきます。 

 

 

②社会教育における各地区公民館のまつりの扱

いが異なる。旧多気地区においては、まつりに

ついて予算はあるが、勢和地域の公民館には

予算がないのはおかしいのではないか。 

地域の核となる施設から地域が元気になる

ような発信をしていきたいが、公民館に予算や

人材応援もあればもっとやりやすい。議会から

行政へ意見を伝えてもらえないか。もしくは、何

らかの方策をもらえるように伝えてもらいたい。 

 

教育課 

多気地域では各地区の公民館事業として運営委員

会が主体となって夏祭り等を開催しており、勢和地域の

公民館２館もそれぞれ運営委員会が主体となって行事

等を開催しており、各集落の行事とは考え方が違いま

す。 

各公民館が主体的に開催をする場合は、予算の範

囲内で検討します。 

 

役場管理の施設について 総務課 



役場管理の公的な施設で、水が出ないところ

がある。公の施設は、地域の方が使いやすい

ようにきちんと整備すべきではないのか。議会

としてはどう考えるのか。町民の意見として伝え

てもらえないか。 

 

修繕が必要な個所については基本的には修繕してい

きます。 

 

教育課 

今後も施設の適切な管理に努めていきます。 

子どもと電磁波問題について 

①子どもへの電磁波の影響がとても気になる。多

気町には、学校付近に電磁波棟を建ててはい

けないというような設置条例はないのか。 

 

教育課 

電磁波による子どもへの影響については不明な点が

多く、今すぐ対策を行うことは考えていません。今後、

国・県の方針等が出された場合は、その方針に基づき

検討したいと考えています。 

 

②５Ｇ設置において、多気中周辺に設置される

予定であったので、学校周りは避けてほしい。

併せて、子どもを持つ親として電磁波測定を検

討していただきたい。 

 

総務課 

５G 設置は、民間主導です。条例制定等今後の対応

は近隣市町の動向や社会情勢を注視していきたいと考

えています。 

③学校でも家庭でもタブレットを使用しているが、

電磁波の測定をお願いしたい。 

 

教育課 

電磁波による子どもへの影響については不明な点が

多く、今すぐ対策を行うことは考えていません。今後、

国・県の方針等が出された場合は、その方針に基づき

検討したいと考えています。 

 

高速から降りたところの丹生の看板設置について 

丹生の看板について、設置 110万、地代年間

10 万かかると聞いているが、設置後は地元負担

なのか、町が負担してくれるのか、どうなるのか。 

 

企画調整課 

設置に対して町が補助を行うが設置場所の選定や

維持管理は地元負担となる。民地への設置をされる場

合の地代は地元負担となります。 

 

コロナ明けの町の対応について 

①コロナ明けで生活様式が変わるなかで、町とし

てはどのように考えているのか。コロナ前と同様

に地域の活性化を含め、経済を回せという考

えで町は動いているのか、それともまだしばらく

はコロナを慎重に扱う感じなのか。 

 

総務課 

コロナ前と同様と考えています。 

 

 

 

 

 

②古江の親水公園に関して、どのようになってい

るのか。 

 

建設課 

古江の親水広場の開放について、土地の所有及び

管理が大字古江で有り、区長から今年の７月１日に開



放すると連絡が有った為、多気町ホームページで現在

周知しています。 

 

③行政は、公民館などの公の施設にコロナ過の

対応について通知を出したが、コロナ明けは何

の通知もないが、どのような対応をしていいの

か戸惑っている。きちんと周知するべきはない

のか。 

 

教育課 

公民館等には館長等を通じて 5 月以降の対応を周

知しているが、改めて周知を徹底します。 

高齢化に伴う交通不安について 

高齢化に伴い、車の運転について免許返納す

るのか悩んでいる。地域で助け合えることもある

が、現状の多気町の交通政策については、とても

不安がある。議員は今後、高齢化に伴い、どのよ

うに考えられているのか伺いたい。 

今後の多気町を見据えて、交通面において少

しでも不安が解消してもらえるよう、議会としても

強く訴えていただきたい。 

 

企画調整課 

でん多については、土日運行やエリア撤廃、停留所

の増加など利便性を年々高めている。ただ、自宅までの 

送迎はタクシー業になるため難しい。より使いやすい制

度に検討していきます。 

 

 

 

 


